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前半の猛暑から一転して，

後半は雨の多い天候不順の夏

でしたが，学生の夏期休暇が

終了し，キャンパスがにぎやか

になりました．学生たちはそれ

ぞれ充実した夏季休暇を過ご

したと思います． 

夏には恒例の学生の海外研

修が行われ，今年は４学部か

ら総計３７名が５つのプログラムに参加し，無事に成

果をあげて帰国しました．歯学部からはポートランド

州立大学のプログラムに１年生が１名，ジェームズタ

ウン・コミュニティカレッジのプログラムに３年生が１名，

ペンシルバニア大学のプログラムに４年生が１名参

加しました．ポートランドではホームステイを通じて，

またジェームズタウン・コミュニティカレッジでは学生

寮に色々な国からの留学生と一緒に滞在して交流を

深めたようです．また，ペンシルバニア大学では基礎

研究のラボで研究に従事してきました．台湾で開催さ

れたアジアパシフィック歯科学生協会（APDSA）の会

議には，本学の代表として５年生４名が参加しました．

アジアにおける国際協力は重要ですので，引き続きＡ

ＰＤＳＡに下級生が参加できるようにしていきたいと思

います． 

恒例の教育者のためのワークショップも開催されま

した．アドバンストのワークショップでは，大学共通の

テーマならびに各学部の最重要で緊急性が高いテー

マを取り上げて，次年度のカリキュラムに導入すべく

プロダクトを作成しました．現在，各学部とも臨床実習

の改善が課題になっています．医学部では４年生の

後期から６年生の夏休み前まで臨床実習期間を大幅

に増やすカリキュラムに移行しています．歯学部では

技術習得のためのシミュレーション実習の時間を取ら

ざるを得ないので，臨床実習の期間延長よりも内容

の充実が課題です．本歯学部が進めてきた他学部や

地域と連携したチーム医療教育では，実体験の場と

しての臨床実習の活用が必須です．そこで，今回の

ワークショップでは，チーム医療に参加できる歯科医

師を養成するための臨床実習をテーマに議論しまし

た．そして，医学部附属病院の活用と地域における

訪問診療を組み込んだ「チーム歯科医療臨床実習」

というユニットを提案することにしました．これらの臨

床実習の遂行には色々と困難なこともありますが，次

年度から実施できるように担当部署だけでなく，歯学

部関係者のご支援を宜しくお願い申し上げます． 
 

 

平成２７年８月３０日（日）富士吉田キャンパスにお

いて受験生を対象とした富士吉田校舎オープンキャ

ンパスが開催されました．このオープンキャンパスは，

１年次の全寮制生活を実際に見て感じることができる

機会ということで，全国各地から４学部併せて１１０組

２４２名の方にご参加頂きました．全体説明会では，

小出学長による挨拶，富士吉田教育部田中教授や

在学生による富士吉田校舎での生活等に関する講

演がなされました．実際の寮生活の様子を見ることが

できる寮見学や，入寮後に毎日食べることになる食

堂での昼食体験は大変多くの方で賑わいました．ま

た他にも，模擬講義や教員・在学生との個別相談や

施設見学が行われ，参加された方は，熱心に見たり

聞いたりしていました．参加者のアンケートには，“キ

ャンパスの雰囲気を知ることができてよかった”“昭和

大学に入学したい気持ちが強くなった”とあり，オープ

ンキャンパスを通じて，本学の富士吉田キャンパスを

より理解していただけたと思います．雨予報で開催前

は心配され

ましたが，

参加者の熱

意のおかげ

か，杞憂に

終わり，大

変有意義な

オープンキ

ャンパスと

なりました． 
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９月１９日（土）

に歯学部入試説

明会が旗の台キャ

ンパスで開催され，

７１組１０８名と多く

の受験生にご参加

いただきました．本

説明会では，歯学部入試常任委員による入学試験

概要説明と，予備校講師による過去問題解説が行わ

れました．入学試験概要説明では，今年度推薦入学

試験での変更点を中心に，面接・小論文試験の内容，

学費や奨学金など，受験生の気になる情報について

の説明がなされました．続く予備校講師による問題解

説では，英語・数学・理科３科目の学力試験科目を対

象に，本学入試問題の傾向や解き方について，予備

校講師ならではの視点から丁寧な解説がなされまし

た．今年度から推薦入学試験の理科の選択科目が１

科目から２科目に変更になることもあり，参加した受

験生は熱心にメモを取りながら解説を聞いていました．

入試常任委員による個別相談も行われ，参加者は説

明を聞いて気になる点などを質問していたようでした．

説明会を通して，受験勉強に対するモチベーションを

高められ，充実した入試説明会となったのではない

かと思います． 

 
平成２７年８月

２５日～２６日に富

士吉田校舎にてＰ

ＢＬファシリテータ

ー養成・シナリオ

作成ワークショッ

プが開催されまし

た．シナリオ作成

チームは２班に分かれ，これまでに実施した学部連

携ＰＢＬのシナリオやファシリテーターガイドの見直し

や学生評価方法の標準化に向けた検討を行いました．

また，本年度から実施開始となった在宅チーム医療

教育（４学部連携ＰＢＬチュートリアル）のシナリオの

新規作成を行いました． 

近年，「Evidence-based Medicine（EBM）」の実践が

臨床現場でも浸透しつつありますが，さらに最近では

ＥＢＭの実践において「患者の語りNarrative（ナラティ

ブ）」を重視する「Narrative-based Medicine（NBM）」と

いう概念が注目を集めています．在宅チーム医療教

育ではこのＮＢＭの習得を目指した４学部連携ＰＢＬ

チュートリアルを，初年次の６月と３月（新２年次）に

実施します．新しい概念に基づいた指導を行うことと

なるため，本ＰＢＬを担当するファシリテーターを養成

するプログラムの検討が今後必要であると思われま

す． 

 
平成２７年８月２５日〜２６日に富士吉田校舎にて

第１０回昭和大学ＰＢＬチュートリアルファシリテータ

ー養成・シナリオ作成ワークショップが開催されました．

ファシリテーター養成コースでは，まず昭和大学の教

育の特徴やＰＢＬについての基礎的知識を学び，従

来の学生が講義を聞き知識を得る受け身の学習から

学生主導で疑問点を抽出し自己学習する姿勢へと変

化させる事が大きな目標であることを知りました．特

に初年次学部横断ＰＢＬでは学生として，また医療人

を志す学習者として必要な知識，技能，態度を習得

する姿勢を学ぶという意味においても重要な位置づ

けがあります．次に１０名弱の小グループに分かれＰ

ＢＬを実際に体験しました．“シナリオ”から自分たち

が学びたい事・学ぶべき事を引き出していく中で自己

主導型学習の面白さを知る反面，この学習過程を効

果的に進めるためにファシリテーターが重要な役割を

示すことを実感しました．２日目の午後には，小口理

事長による理事長講話を拝聴し，医系総合大学なら

ではの利点を生かした教育の特徴を学びました． 

学生の立場・ファシリテーターの役割を並行して学

ぶ中で様々な議論やアドバイスを受け，充実した２日

間となりました．今後この経験をＰＢＬファシリテーター

に生かしていきたいと思います． 

 
８月２５日〜２６日に富士吉田キャンパスで開催さ

れた第１０回昭和大学ＰＢＬチュートリアルファシリテ

ーター養成・シナリオ作成ワークショップに参加致しま

した．全学部合同のワークショップで，医・歯・薬・保

健医療学部，富士吉田教育部から５０名の先生が参

加されました．タスクの先生がたの的確なご指示のも

と，終始活発なムードで学ぶことが出来ました．心よ

歯学部入試説明会が開催されました 
            入学支援課 水庭 隆史 

ＰＢＬシナリオ作成ワークショップに参

加しました 
口腔リハビリテーション医学部門 横山 薫 

 

ＰＢＬファシリテーター養成ワークショッ

プに参加しました 
  歯科矯正学講座 芳賀 秀郷 

 

ファシリテーター養成・シナリオ作成ワ

ークショップに参加しました   
口腔病理学部門 福島美和子 
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り感謝申し上げます．今回はファシリテーター養成コ

ースで，１年生を対象としたＰＢＬの際にファシリテー

ターが担う役割を学びました．実際に学生さん達が使

用するシナリオを用い，自分たちは学生役となり，司

会者や書記，発表者を決めて調べ物や発表を行いま

した．熱いディスカッションと，ファシリテーターの的確

な介入によって，ファシリテーターが学生に対しどの

ように議論を促し，会話を活発化させるかを学ぶこと

ができました．懇親会では他学部の先生と交流する

機会を頂き，貴重なお話を伺いました．この経験を今

後ファシリテーターとして参加するＰＢＬで生かしたい

と思います． 

 
８月２２日に大学院秋季入試が行われました．午

前が語学試験，午後が専門科目試験です．９月１９

日に合格発表があり，一般選抜１名が合格しました．

大学院の入学式は１０月１日に１６号館３階講義室で

行われる予定です．春季Ⅰ期入試の出願期間は１０

月２６日（月）から１１月２０日（金）で，試験は１２月５

日（土）に実施されます．今年度から６年次学生も，春

季Ⅰ期入試で社会人特別選抜の出願が可能です．

次回の大学院説明会は，１１月２５日（水）１７：３０か

ら歯科病院１号棟６階第１臨床講堂で開催される予

定です．多くの臨床研修医，学部学生のご参加をお

待ちしています． 

昭和大学大学院の２０１６年度のパンフレットがで

きあがりました．分かりやすくカラフルにまとまってお

ります．大学院歯学研究科のホームページの“大学

院デジタルパンフレット”からもご覧になれます

（http://www.showa-u.ac.jp/grad/）． 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月１０日から８月１５日の間，台湾の台北で行わ

れたアジア太平洋歯学生協会（APDSA）の会議に参

加しました．私はオープニングセレモニーに始まり，

基調講演の聴講，法歯学のワークショップ，観光ツア

ー，そしてクロージングセミナーのカルチャーナイトま

で参加させて頂きました．講演や友人との交流を通し

て多くの学びを得るとともに，１００人近くのアジアの

歯学生の友人ができました．私が今回参加して，一

番驚いたことは各国によって教育システムが違うとい

うことでした．そして，このことが他のアジア人と一番

話し合った内容でした．また夜のフリータイムの時間

ではお酒を飲みながら様々な国の学生と会話し，ゲ

ームをしたりして楽しみました．インターネットでグロ

ーバル化している今日，若者の文化はとても似てい

る部分が多く，face book での交流，来日した時の再

会を約束しました．このＡＰＤＳＡには歯学生なら誰で

も参加できます．英語は話せるほうが好いですが，英

語が苦手でも十分楽しむことができるプログラムとな

っていました．様々な国の英語が飛び交うのも面白

かったです．今回，私にこのような機会を作ってくださ

った先生方にこの場をお借りして感謝申し上げます． 

 
私は７月２０日から約３週間，アメリカ・ニューヨーク

州にある JCC (Jamestown Community College)の語

学研修に参加してきました．参加者は日本人，チュニ

ジア人，スペイン人，そしてメキシコ人の総勢２２名．

国も文化も宗教も異なるメンバーでとても楽しい時間

を過ごしました．研修期

間中には様々な場所を

訪れ，ナイアガラの滝で

はアメリカの大自然を肌

で感じ，歯科医院見学で

は，診療室がすべて個

室で，各部屋に充実した

設備が揃っていることに

驚かされました． 

クラスメイトは，母国では英語の先生であったり，

大学の教授であったり，私とは異なる分野を学ぶ学

生であったりと，多彩なバックグラウンドを持つ彼らと

の会話は，いつでも新しい発見の連続で，とても楽し

いものでした．また，同年代であっても，当たり前のよ

うに３・４か国語を話せ，学習意欲旺盛な彼らに大き

な刺激を受けました．この３週間は，ただ漫然と日本

で過ごすだけでは思いもつかないことを考える良い機

会であり，間違いなく人生で最良の日々の一つであっ

たと確信できます．何よりも，仲間に恵まれ，帰国後

も連絡を取り合える友人に巡り合えたことに感謝して

います． 

 
・１０月１７日（土）：父兄会秋季部会 

・１０月２０日（火）：解剖慰霊祭 

・１０月２７日（火）：歯科医師臨床研修マッチング発表 

大学院秋季入試が実施されました 
大学院運営委員会 井上 富雄  

 

アジア太平洋歯科学生協会の会議に

参加しました   歯学部５年 金箱 志桜都 

ジェームズタウンコミュニティー大学の

英語研修プログラムに参加しました 
歯学部３年 三橋 あい子 

行事予定      広報委員長 中村 雅典 

http://www.showa-u.ac.jp/grad/
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全日本歯科学生総合体育大会（オールデンタル）

は日本の全ての歯学部が参加する歯学生のスポー

ツの祭典です．大半の競技は夏季に行われますが，

ラグビー・フットボール，スキー，アメリカンフットボー

ルは冬季開催となり，夏の大会に先駆けて行われま

す．現在の夏季開催種目数は２３で，規約に従って，

各競技部門ごとに優勝校から順に得点を与え，夏

季・冬期の合計得点の多寡で総合優勝校を決定しま

す．今年度のオールデンタルは通算で第４７回となり，

奥羽大学の事務主管のもとに開催されました．総合

優勝は日本大学松戸歯学部で，総合閉会式で優勝

旗・優勝杯（ともに持ち回り）をもって表彰されました．  

本学歯学部からは１９６名が１３部門に参加し，総

合成績第１０位と健闘致しました．本学学生がオール

デンタルを通じて心身の健全な発達を獲得し，自己

責任，克己心やフェアプレーの精神を培うとともに，

仲間や指導者

との交流を通

じて，豊かな

心と他人に対

する思いやり

の心を育むこ

とを期待しま

す． 
 

 

第４７回オールデンタルバドミントン部門は，８月３

日から８月７日にかけて錦糸町の墨田区総合体育館

で行われました．参加全２４校中，男子団体戦では優

勝しました．個人戦でもそれぞれが健闘し，男女総合

準優勝という成績を収めることができました． 

今年のＭＤバドミントン部は春から怪我人が続出す

るというアクシデントに見舞われました．しかし，オー

ルデンタル前の夏合宿では，空調をつけることができ

ない暑い体育館でそれぞれが課題を持って練習に取

り組み，克服するために頑張り，部員同士がお互い

にアドバイスしあい，大会に向けてモチベーションを

高めてきました．そして，大会では２年生６名，３年生

５名，４年生６名，５年生５名，６年生３名全員が誰一

人として諦めることなく最後まで全力でプレーすること

でこのような素晴らしい結果を残すことができました． 

 また，お忙しい中多くのＯＢ，ＯＧの皆さまや医学部

の部員が応援に駆けつけてくださりました．素晴らし

い仲間とこのような感動を共有でき，最高の夏を過ご

すことができたのは，ひとえに，諸先生方，ＯＢ，ＯＧ

ならびに関係者の皆さまのおかげと感じております．

応援有難うございました．これからもご支援，ご声援

のほどよろしくお願いいたします． 

 

歯学部卓球部は８月４日～６日に北海道で行われ

た第４７回全日本歯学部生総合体育大会卓球部門

において総合２位となりました．試合結果は団体戦で

は，予選リーグで男子・女子共に１位通過し，決勝ト

ーナメントに進みました．男子は鶴見大学に敗北し

準々決勝敗退となり，結果はベスト８，女子は決勝ま

で進みましたが，愛知学院大学に敗北し，結果は準

優勝となりました．個人戦では，男子ダブルスは中

田・後藤ペア（歯３・歯３）がベスト１６，女子ダブルス

は林・岸波ペア（歯５・歯４）がベスト１６，石橋・田上ペ

ア（歯５・歯２），寺内・山口ペア（歯３・歯３）がベスト８，

男子シングルスは中田がベスト１６，女子シングルス

は石橋，寺内がベスト８，田上が優勝，初心者のみが

参加する男子新人戦では酒井（歯２）がベスト４でした．      

今年度は昨年度の結果よりも良い結果を残すことが

できましたが，あと一歩足りず惜しくも敗退してしまっ

た試合が多くありました．来年度のオールデンタルは

この悔しさをバネに，今回以上の成績を残せるよう卓

球部一同，日々の練習を大切にし，総合優勝を目指

していきたいと思いますので応援よろしくお願いしま

す． 

 
夏の猛暑はいつのことやらと，虫の音もようやく繁

くなり，「中秋の名月」を眺めながら，秋の深まりを感

じております．ご寄稿下さいました皆様には，この場

をお借りして厚く御礼申し上げます． 

第４７回全日本歯科学生総合体育大

会が開催されました 
  歯学部学生部長 上條竜太郎 

 

オールデンタルで男子優勝・総合で 

２位になりました  歯学部４年 吉久 雄葵 

 

オールデンタルで総合２位になりまし

た           歯学部３年 寺内 晴香 

編集後記      歯周病学講座 滝口 尚 
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